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・
山
口
の
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代
化
産
業
遺
産
群
」の

世
界
遺
産
登
録
を
目
指
し
て

　19
世
紀
、日
本
は
、鉄
鋼
業
、造

船
業
、石
炭
鉱
業
な
ど
を
主
力
産

業
と
し
て
非
西
洋
地
域
で
初
め
て
、

そ
れ
も
極
め
て
短
期
間
に
飛
躍
的

な
近
代
化
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。九

州
・
山
口
は
、そ
の
原
動
力
と
な
っ

た
地
域
で
あ
り
、特
に
薩
摩
藩
主 

島
津
斉
彬
に
よ
っ
て
鹿
児
島
市
磯

地
区
に
形
成
さ
れ
た
日
本
最
初
の

工
場
群
で
あ
る
集
成
館
で
培
わ
れ

た
技
術
は
、そ
の
後
の
日
本
の
近
代

化
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

　今
回
の
特
集
で
は
、2
0
0
9

年
1
月
に
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産

暫
定
一
覧
表（
暫
定
リ
ス
ト
）に
記

載
さ
れ
、世
界
文
化
遺
産
へ
の
登

録
を
目
指
し
て
い
る「
九
州
・
山
口

の
近
代
化
産
業
遺
産
群
」に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

特  集

「九州・山口の近代化産業遺産群」とは？

　
19
世
紀
後
半
、植
民
地
政
策
を
進
め

る
欧
米
列
強
の
進
出
を
警
戒
し
た
日
本

は
、先
に
近
代
化
を
成
し
遂
げ
た
西
欧
の

科
学
技
術
を
導
入
し
て
、軍
備
の
近
代
化

を
図
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
が
、

日
本
の
近
代
化
・
工
業
化
の
始
ま
り
で
す
。

特
に
九
州
・
山
口
は
、日
本
の
近
代
化
の
原

動
力
と
な
っ
た
地
域
で
、今
で
も
関
連
す

る
遺
産
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
遺
産
群
は
、西
洋
か
ら
技
術
を
取
り

入
れ
た
地
域
の
中
で
も
在
来
の
技
術
と
融

合
さ
せ
て
独
自
の
技
術
を
作
り
上
げ
た
と
い

う
、他
に
例
を
見
な
い
発
展
の
プ
ロ
セ
ス
を

証
明
す
る
資
産
群
で
す
。後
に
日
本
を
世
界
的

な
経
済
大
国
に
押
し
上
げ
る
実
質
的
な
原
動
力

と
な
っ
た
技
術
発
展
の
歴
史
を
語
り
継
い
で
い

く
上
で
、極
め
て
重
要
な
文
化
遺
産
群
と
し
て

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
県
で
は
、こ
れ
ら
の
資
産
群
が
所
在
す
る

県
や
市
と
一
体
と
な
り
、後
世
に
残
し
て
い
く
べ

き
遺
産
と
し
て
、世
界
文
化
遺
産
へ
の
登
録
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

※産業遺産…歴史的、技術的、社会的、建
築学的、または科学的価値のある産業文化
の遺物から成るもので、「インドの山岳鉄道
群」や「ブレナボンの産業景観（イギリス）」な
どが世界遺産に登録されています。

※世界遺産暫定一覧表…世界遺産に
登録されるためには、各国政府がユネスコ
の世界遺産センターに登録の申請を行う必
要があります。ユネスコでは各国に対して、
世界遺産登録を目指す国内物件をあらかじ
めリスト化しておくことを義務づけていま
す。これが世界遺産暫定一覧表（暫定リスト）
です。

構成資産候補の紹介  
　九州・山口の近代化産業遺産群は、9エリア30資産で構成され、そのうち鹿児島県内
では、幕末に薩摩藩が推進した近代化・工業化に関する遺産「旧集成館」、「旧集成館機
械工場」、「旧鹿児島紡績所技師館」、「祇園之洲砲台跡」の4つが含まれています。
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書
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で
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射
炉
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。
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貿
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の
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砲
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も
占
領
さ

れ
長
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完
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ま
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。そ
の

後
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と
の
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の
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感
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藩
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と
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。
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むこうじま

きがた

せんしょうかく

こすげ

はしま
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←
鹿児
島市
街地

←鹿
児島
駅

10

旧鹿児島紡績所
技師館（異人館）

磯くわはら館

薩摩切子工場

尚古集成館
カゴシマシティビュー
「仙巌園前」バス停

鶴嶺神社
反射炉跡

鶴灯籠（ガス灯）

売店 正門
日豊本線

竜ケ
水駅
→

御殿 望嶽楼

御庭神社 発電用ダム跡仙巌園

←カゴシマシティビューのルート

　
1
8
5
2（
嘉
永
5
）年
、鹿
児
島

市
磯
地
区
の
一
角
に
薩
摩
藩
主
島
津

斉
彬
が
築
い
た
日
本
初
の
近
代
的
な

工
場
群
。西
欧
列
強
に
よ
る
植
民
地
化

を
避
け
、日
本
が
自
立
し
た
国
家
を
営

み
続
け
て
い
く
た
め
に
、さ
ま
ざ
ま
な

産
業
を
興
し
、外
国
と
対
等
に
貿
易
し

て
日
本
を
強
く
豊
か
に
す
る
必
要
性

を
感
じ
て
い
た
斉
彬
は
、富
国
強
兵
・

殖
産
興
業
政
策
に
努
め
、造
砲
や
造
船

の
ほ
か
、紡
績
、ガ
ラ
ス
製
造
、印
刷
、

電
信
、医
薬
、ガ
ス
、福
祉
な
ど
多
岐
に

わ
た
る
事
業
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
最
盛
期
に
は
、1
2
0
0
人
あ
ま
り

が
働
い
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

鹿児島まち歩き観光ステーション
【開所時間】午前9時～午後5時30分
【電話】099(208)4701

◎観光ボランティアガイド……榊原 惠子さん
　旧集成館事業をはじめとした近代化遺
産について知らない方も多いと思います
が、日本の歴史を動かした遺産がこんな
に身近に残されている場所はあまりない
ので、まち歩きを通して歴史的な出来事
や史跡の価値を知ってもらいたいです。

さかきばら　けい  こ

旧
集
成
館

　
1
8
6
5（
慶
応
元
）年
に
竣

工
し
た
機
械
工
場
で
、現
存
す
る

日
本
最
古
の
洋
風
工
場
建
築
物
。

　
鹿
児
島
で
使
い
慣
れ
た
溶
結

凝
灰
岩
で
建
て
ら
れ
て
お
り
、完

成
当
初
か
ら「
ス
ト
ー
ン
ホ
ー

ム
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。小

屋
組
な
ど
の
構
造
は
洋
風
を
基

本
と
し
て
い
ま
す
が
、和
風
建
築

の
太
い
梁
が
あ
り
、西
欧
の
文
献
を
も
と
に
日
本
人
技
術
者
が
建
設
し
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

旧
集
成
館
機
械
工
場（
現 

尚
古
集
成
館
）

は
り

　
1
8
5
3（
嘉
永
6
）年
に
斉
彬
が
築
い
た
砲
台
の
跡
。薩
英
戦
争
時
の
一
番
の
激
戦
地

と
言
わ
れ
、3
時
間
に
わ
た
る
砲
撃
で
砲
台
は
こ
と
ご
と
く
破
壊
さ
れ
ま
し
た
。薩
英
戦

争
後
再
建
さ
れ
ま
し
た
が
、現
在
は
砲
台
の
前
の
石
垣
だ
け
が
残
っ
て
い
ま
す
。

祇
園
之
洲
砲
台
跡 

し
ま 

づ 

た
だ 

よ
し

　
1
8
6
7（
慶
応
3
）年
に
操
業
を
開

始
し
た
鹿
児
島
紡
績
所
は
、斉
彬
の
遺
志

を
引
き
継
い
だ
島
津
忠
義
が
建
設
し
た
日

本
初
の
洋
式
機
械
紡
績
工
場
で
す
。技
師

館
は
、鹿
児
島
紡
績
所
に
お
い
て
技
術
指

導
に
当
た
っ
た
イ
ギ
リ
ス
人
技
師
の
住
居

と
し
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。外
観
は
洋
風

で
す
が
、屋
根
裏
の
小
屋
組
な
ど
は
和
小

屋
と
い
う
和
洋
折
衷
の
建
物
で
す
。

旧
鹿
児
島
紡
績
所
技
師
館（
異
人
館
） 砲台が建設された頃の祇園之洲の様子　　　【尚古集成館蔵】

▲明治5年の磯地区の様子。手前に写る2階建ての建
物が、旧鹿児島紡績所技師館、中央付近に写る建物
が鹿児島紡績所。　　　　 　　　 【尚古集成館蔵】

現在の祇園之洲砲台跡の様子

1

2

3 4

5

造船所跡

鹿児島紡績所跡

●磯地区 まち歩きマップ●

現 鶴嶺神社付近には、溶鉱炉があったと考えられています。
　　　　  ↓

　 磯名物 ぢゃんぼ餅のお店が並んでいます。
↓ 桜島もきれいに眺めることができる道です。

ちょっと足を延ばして
…

　集成館の水車を稼働させる
ため、稲荷川上流から8kmにわ
たって流れていた疎水の関吉
取水口

　集成館事業の燃料として木炭
を製造するために建設された寺
山炭窯跡

せきよし

　観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
案
内
で
、

鹿
児
島
市
内
の
名
所
・
旧
跡
な
ど
を
巡
る

「
鹿
児
島
ぶ
ら
り
ま
ち
歩
き
」。「
世
界
遺
産

暫
定
リ
ス
ト
入
り
！〝
篤
姫
養
父
〞島
津
斉

彬
の
近
代
化
遺
産
を
歩
く
」コ
ー
ス
は
、世

界
遺
産
候
補
に
登
録
さ
れ
た
4
つ
の
遺
産

の
う
ち
、「
旧
集
成
館
」「
旧
集
成
館
機
械
工

場
」「
旧
鹿
児
島
紡
績
所
技
師
館
」の
3
つ
を

含
む
磯
地
区
を
中
心
と
し
た
斉
彬
ゆ
か
り

の
近
代
化
遺
産
を
巡
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

県
内
の
近
代
化
遺
産
を

歩
い
て
み
よ
う
！

問
い
合
わ
せ
先

▲武雄鍋島家資料「薩州見取絵図」に描かれた旧集成館。
　1857（安政4）年、薩摩藩に派遣された佐賀藩士が視察した様子を
描いた絵図　　 　　 　　　　　　　【武雄鍋島家資料 武雄市蔵】

※

左
ペ
ー
ジ
で
モ
デ
ル
コ
ー
ス
と
し
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　耐震補強し、展示を一新して一般公開されました。リニューアル
オープンにあわせて、イギリス人技師たちが生活していた応接室や
寝室を体感するスペースや異人館の変遷や和洋折衷の建築構造な
どを紹介した展示スペースなどが設けられています。

◎リニューアルオープン （平成23年10月）

　船の研究と開発が行われ、1854

（嘉永7）年には、「伊呂波丸」と名付
けられた日本最初の洋式帆船が完
成しました。

い　ろ　は　まる

Start!Goal!

◎モデルコース（約1.2Km）

尚
古
集
成
館

（
旧
集
成
館
機
械
工
場
）

薩
摩
切
子
工
場

旧
鹿
児
島
紡
績
所
技
師
館(

異
人
館)

造
船
所
跡

鹿
児
島
紡
績
所
跡

仙
巌
園
入
口
前

仙
巌
園
入
口
前
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反射炉跡

鶴灯籠（ガス灯）

売店 正門
日豊本線

竜ケ
水駅
→
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に身近に残されている場所はあまりない
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描いた絵図　　 　　 　　　　　　　【武雄鍋島家資料 武雄市蔵】

※

左
ペ
ー
ジ
で
モ
デ
ル
コ
ー
ス
と
し
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　耐震補強し、展示を一新して一般公開されました。リニューアル
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寝室を体感するスペースや異人館の変遷や和洋折衷の建築構造な
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